




































イツ語学科 1 ～ 2 学期生必修科目、毎週１コマ 90 分、春・秋学期）のなかで











ー教授の研究がある。Vgl. Beißwenger, Kirsten. „Musikwissenschaftliches Fachseminar für
German-Studies-Studenten. Ansätze zu einer Methodik im fachlichen Unterricht“. In Dokkyo-















ての前提を探るため、2007 年 6 月 6 日および 2008 年 7 月 2 日、獨協大学に
おいて、ドイツ語学科 1 ～ 2 学期生必修科目の「ドイツ語圏入門」のドイツ語
圏の音楽に関する講義回にアンケート調査を行った。講義の最初にアンケート
用紙を配布し、すこし時間をとって記入してもらった。用紙の回収は、授業終























































以下に 2007 年度と 2008 年度のアンケート結果を、まずは別々に報告する。
全体の傾向を把握するために、少数意見も含め、できる限り詳細に報告したい。
なお、（１）、（４）、（５）では、一覧には回答数 5 以上のものを挙げた。回答
数 1 ～ 4 のものは分けて列挙し、括弧内に回答数を付記した。回答は、数の多
いものから順に挙げ、数が同じ場合は 50 音順、欧文は ABC 順に記すことを原
則とした。
① 2007 年度
2007 年度の回答数は、上記の通り 178 である。回答した学生の内訳は、1 年
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ンク・ソウル・ R & B ・ HIPHOP ・レゲエ以外(1)、ブルース(1)、フレンチポ
ップ(1)、プログレ(1)、ポピュラーロック(1)、ユーロビート(1)、ラウンジ(1)、
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楽部 11)（9 名）、D.I.G.12)（3 名）、OLFM13)（3 名）、ジャズ（2 名）であった。
1 名ずつが挙げたサークル等は、オケ 14)、高校の弦楽合奏部の OB 楽団、ジャ














ューマン Robert Schumann (1810-1856) を指すと考え、「クララ・シューマン」、
「C. シューマン」の場合のみロベルトの妻でピアニスト、作曲家であったクラ
11）学友会文化会団体。『2008 年度獨協大学学友会団体一覧』（学友会総務部長室事務課
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ラ Clara Schumann, geb. Wieck (1819-1896) を指すものとして集計した。シュトラ
ウスの場合は難しいが、ヨハン・シュトラウスと記されている場合は《美しく
青きドナウ》などの曲が日本でもよく知られているヨハン・シュトラウス II



















無記入が 67 名、「特になし」等と記した学生が 12 名、「クラシックはあまり



























浪の民(1)、Helloween というバンドの曲(1)、Die Prinzen „Olli Kahn“ (1)、
42 獨協大学ドイツ学研究
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この質問に対し、「はい」と答えた学生が 24 名、「いいえ」が 101 名であっ
た。「はい」の場合、サークル等の名称または種類を記してもらった。
複数の学生が加わっているサークル等は 3 つで、管弦楽部（9 名）、ア・カ
ペラのサークル OLFM（7名）、Swinging Cats Jazz Orchestra23)（2名）である。1
名ずつが挙げたサークル等は、管弦楽、管弦楽団 24)、古典ギター部 25)、吹奏
楽、ダンスフリースタイル 26)、バンド、Meister Singers27)であった。回答者数は
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（４）「本日の授業を受ける前に、ドイツ語圏の音楽の作曲家・演奏家で知って
いる人物等がいましたか？　もしいた場合、記してください。」
無記入 10 名、「なし」、「いない」と記した学生 2 名、「分かりません」1 名

















C. P. E. バッハ(1)、J. アンブロジウス・バッハ(1)、J. クリストフ・バッハ(1)、J.
ニコラウス・バッハ(1)、J. C. バッハ(1)、カイ・ハンセン(1)、フォーゲルヴァ
イデ(1)、ブルッフ(1)、フンメル(1)、A. マーラー(1)、ルター(1)、レーガー(1)、




無記入が 59 名、「特になし」等と記した学生が 7 名、「わからない」、「これ



















(1)、Die Fanta 4 (1)、Juli の Geile Zeit (1)、Das Lied von den braunen Inseln (Kurt
Weill) (1)、Die Lorelei (1)、Ohrbooten (1)、Perfekte Welle (1)、Pop (1)、Die Prinzen
(1)、Christina Stürmer (1)、Wir sind Helden (1)
（自由記述式、複数回答あり。回答者数 57、総回答数 101）
（６）「ドイツ語圏の音楽に対するイメージ等があれば、記してください。」
無記入が 47 名、「特になし」、「なし」が計 4 名、「知らない」、「分からない」、
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（自由記述式。回答者数 21名）
４．調査結果のまとめ
2007 年度と 2008 年度の調査結果から分かったことについて、項目ごとにま
とめたい。
（１）「普段、音楽をよく聴きますか？」という質問に対しては、2007 年度で
85.4 ％（152/178 名）、2008 年度で 86.4 ％（108/125 名）の学生が「はい」と
答えた。
51ドイツ語専攻学生への音楽の講義について
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ふだん音楽をよく聴く学生がよく聴くジャンルとして挙げた上位 10 位は、下
記の通りである。
（自由記述式、複数回答あり。有効回答者数： 2007 年度 137 名、2008 年度




が多いことに注目される。特に、クラシックが 2007 年度の 3 位、2008 年度の
2 位となっていて、有効回答者のそれぞれ 28.5 ％、31.1 ％がよく聴くジャンル
としているのは特筆される。なお、電通消費者研究センターが 2007 年 2 月に
行ったインターネット調査「最新音楽ライフ事情」29)によれば、よく聴く音楽
29）http://www.dentsu.co.jp/trendbox/topics/2007/070312.html（2008年 10月 14日）
15 歳から 59 歳までの男女計 500 人が対象。全体では、よく聴く音楽のジャンル（複
数選択）は「日本のポップス・歌謡曲」がもっとも高く（83.2 ％）、「海外のポップ
ス」（38.0 ％）、「クラシック」（28.4 ％）、「映画音楽」（26.8 ％）が続いた。また、も
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2007 年は 67.5 ％（120/178 名）、2008 年は 69.6 ％（87/125 名）の学生が「は
い」と答えた。
レッスンを受けたことのある学生が挙げた楽器等の上位は、下記の通りである。
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総回答数 2007年度 185、2008年度 136）
初心者にとって習いやすく、大手音楽教室チェーンでも普及に力を入れている
鍵盤楽器のピアノ、エレクトーンが上位に挙がっているのは、予想通りである。
2007 年度は楽器や歌を習ったことのない学生も含めた全回答者の 46.6 ％、

















をする人の割合は回答者の 48.0 ％、過去に楽器演奏をしていた人が 24.4 ％、
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ロ、ギター、クラリネット等となっている。
（３）「現在、学内・学外で音楽系のサークル活動等に加わっていますか？」と
いう問いに対し、2007 年度には 14.6 ％（26/178 名）、2008 年度には 19.2 ％
（24/125 名）の学生が「はい」と答えた。2 年とも複数の参加者があったのは、
管弦楽部（2007 年度＝ 9 名、2008 年度＝ 9 名）とア・カペラ・サークルの
OLFM（2007 年度＝ 3 名、2008 年度＝ 7 名）である。ジャズや軽音楽、吹奏
楽のサークルに参加している学生も、両年度ともいた。
（４）「本日の授業を受ける前に、ドイツ語圏の音楽の作曲家・演奏家で知って
いる人物等がいましたか？」という質問に対し、2007 年度は 95.5 ％（170/178
名）、2008 年度は 89.6 ％（112/125 名）の学生が何らかの音楽家の名を記して
いた。ひとりで 29 人もの音楽家の名を記した学生もいた。上位 10 位に挙げら
れた作曲家・演奏家は、下記の通りである。
（自由記述式、複数回答あり。有効回答者数： 2007 年度 170 名、2008 年度
55ドイツ語専攻学生への音楽の講義について
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ッヘルベルを 2008 年度に 14 名もの学生が挙げていることに注目される（2007
年度は 7名）。
ちなみに、『音楽の友』誌の 2006 年 7 月号で発表されたアンケート結果「ク
ラシック音楽ベスト・テン」33)では、「あなたの好きな作曲家は？」の１位が
モーツァルト（1474 票）、2 位がベートーヴェン（1248 票）、3 位がチャイコフ
スキー（741 票）で、以下 10 位までに挙がったドイツ語圏の作曲家には 4 位
ブラームス（733 票）、5 位バッハ（717 票）、8 位シューベルト（390 票）、9










楽の友』2006 年 7 月号、65 ～ 95 頁。読者対象のアンケート。有効回答数 2461 通。
各設問では 5つまで回答可。
34）『音楽の友』2006 年 7 月号、80 頁。なお、その 5 年前、2001 年の調査では、1 位ベ
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（自由記述式、複数回答あり。有効回答者数： 2007 年度 98 名、2008 年度 57







を挙げた学生が 2007 年度には 6 人いるのに対し、2008 年度には 1 人もいない
のは、そのことからも説明できよう 36)。また、提出順の近いアンケート用紙に
36）「ドイツ語圏入門」の講義では、再履修者もいることから、毎年、CD 等で紹介する
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同じ作品が書かれていたことなどから、回答時に近くに座った学生どうしで情
報交換を行った可能性も考えられる。
なお、上述の『音楽の友』誌 2006 年 7 月号のアンケート結果では、「あなた
の好きなクラシック音楽作品は？」37)の上位 10 位までに含まれるドイツ語圏
の音楽作品としては、1 位のベートーヴェン《交響曲第 9 番「合唱」》、2 位の
ベートーヴェン《交響曲第 5 番「運命」》、3 位のモーツァルト《レクイエム》、
4 位のモーツァルト《魔笛》、5 位のモーツァルト《交響曲第 41 番「ジュピタ






の質問に対しては、2007 年度で 66.9 ％（119/178 名）、2008 年度で 56.8 ％
（71/125 名）の学生が何らかのことばでイメージを記していた。両年ともに複
数の学生が挙げたイメージをみていく。まず、ドイツ語圏は「クラシックの本
場」だと考えている学生が各年度とも一番多い（2007 年度＝ 30 名、2008 年
度＝ 15 名）。つづいて、「力強い／強さがある」（2007 年度＝ 9 名、2008 年
度＝ 2 名）、「暗い」（2007 年度＝ 7 名、2008 年度＝ 4 名）、「有名な音楽家や
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（７）「ドイツ語学科を受験し、ドイツ語学科に入学するにあたり、ドイツ語圏
の音楽への知識やイメージは何か関係があったでしょうか？」という質問に対












で 4 月初回に同じ質問をしたところ、2007 年度は 32.9 ％（28/85 名）、2008 年























ツ語圏の作曲家・演奏家をひとりも知らないと述べた学生が 2007 年度で 2 名、
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